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x n.t = 2 x か 0 ≦xnL<1/2,
















xn′十T = X IYl 〔3〕
式 〔1〕と 〔3〕からf (xh )- X,i,或いは一般に､不動点を表す式 〔4〕が得られる｡



































































































































































































































表2･ 周期数列 (1･周年え )の各玉柏 の先頭 1.2､3数字を除いた放x3.
x2, xlより成る放列.














表3 非周期放列 tl･I斡 /木え )の各数値の先頭
1､2数字を除いた欺y3.y2より成る放列.
空 孔 とき n_ Z3no 0.7071 0.071 0.711 0.5858 0.858 0.58
2 0.8284 0.284 0.84
3 0.3431 0.431 0.31
4 0.6863 0.863 0.63
5 0.627(1 0.274 0.74
6 0.7452 0.452 0.52
7 0.5097 0.097 0.97
8 0,9807 0.807 0.07
9 0.0386 0.386 0.86
10 0.0773 0.773 0.73
11 0.15LJ6 0.5tl6 0.46
12 0.3091 0.091 0.91
13 0.6182 0.182 0.82
14 0.7632 0,632 0.32
15 0.4736 0.736 0.36
16 0.9472 0.471. 0.72
17 0.1056 0.056 0.56
18 0.2112 0.112 0.12
糾 乱数軸 妙 ら得た放列zl九 ･Z2,L･
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図10 乱雑な数列Z2｡ が形成する写像の集合すなわち生成規則 (図上段),ならびにその
生成規則による時系列データの外挿 (図下段)｡ 〇､●印は生成規則によるー▲印は
統計法則による予測 (外挿)値｡ここで､Oは正､●､▲は誤とした (本文参照)0
図 11 乱雑な数列より成る時系列データの自己相関関数. (a)模式図 (15)､ (b)カ
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